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(1)研究テーマ

学びを楽しむ子を育てる算数指導

～みんなが「わかった」「できた」を実感できる算数科の授業をめざして～

(2)研究経過及び具体的な取組

算数科を中心に、児童一人一人の学習状況を目に見える学力となるように客観的評価に努め、児童自身に

「わかった」「できた」という喜びや実感を持たせ、主体的な学びを習得する児童の育成をめざす。

＜研究内容＞

・学習意欲や学力向上につながる少人数指導等の指導体制並びに授業構成と評価方法について研究する。

・授業とスキルタイム・家庭学習との効果的な指導連携の工夫について研究する。

・研究評価として、アンケートによる児童の算数科への学習意欲や評価方法等の調査分析をする。

５月 ７日 「めざす児童像・めざす授業」について共通理解の研究会

・実施場所：久下小会議室

・講 師：市教委指導主事

・内 容：学校目標達成を目指し、学習課題の改善を図る研修目標と指導目標を明確に

する研修を行った。

５月２１日 特別支援学級の授業研究会

・実施場所：特別支援学級教室

・内 容：特別支援教育を学級経営の基軸に位置付け、誰もが大切にされる学習集団作

りの研修を行った。

６月１１日 授業を通しての学習集団づくりの授業研究会（６年）

・実施場所：６年生教室

・講 師：元小学校長

・内 容：言語活動を高める授業を目指し「話形」に系統性を持たせ生かす研修を行っ

た。

７月 ２日 算数科授業研究会（２年）

・実施場所：理科室

・講 師：市教委指導主事

・内 容：算数的体験活動による学習内容の定着を図る授業づくりの研修を行った。

７月 上旬 スキルタイムの実施等についての算数科アンケート調査活動

・調査方法：全児童に質問アンケートを実施し、生活習慣、家庭学習、学習意欲等を調査

・調査結果：算数が好きと算数が分かるとの相関関係が明確になった。



７月３０日 算数科の授業づくり研修

・実施場所：山南住民センター

・講 師：元小学校長

・内 容：児童が相互に学び合う授業をめざし、学習内容に生きる指導方法の工夫改善

の研修を行った。

１０月 １日 全国学力・学習状況調査結果の分析と指導改善の研究

・分析結果：国・算・理の各教科のＡ問題で理解度の低い分野が明確になり、学習の振り

返りを着実に行いＢ問題の活用力を高める必要がある。家庭の協力を得て、

基本生活習慣の改善と生活体験を充実さ、家庭学習の意識等をさらに向上さ

せていく取組を大切にする。

１０月１５日 算数科授業研究会（５年）

・実施場所：５年生教室

・内 容：授業構成「つかむ・わかる・できる」の「できる」力の育成のために、どの

ような課題でどのように取り組ませると効果的な指導になるのかを研修を行

った。

１０月２９日 算数科授業研究会（３年）

・実施場所：３年生教室

・内 容：少人数指導の特性を生かし「できる」を児童自身が実感し自信と意欲につな

ぐ効果的な指導法について研修を行った。

１１月２６日 算数科授業研究会（４年）

・実施場所：４年生教室

・講 師：市教委指導主事

・内 容：「できる」を着実に実感させるために、授業中に取り組ませる個人・集団思考

とプリント問題の精選について研修を行った。


